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休憩を挟んで、受講生の自己紹介。今回は、各自持参した「私のお気に

入りのもの」を見せながらの自己紹介だ。これがなかなか面白く、お子さん

が描いた似顔絵を持参した人、母の形見のバッグの口金を持ってきた人、

お菓子を持ってきたけれど人数より少なかったため、急きょくじ引き方式に

した人など、いろいろだ！ 

「もの」を通した自己紹介によって、「あの人が持ってきた○○につい

て、もっと話したいな」という思いが生まれたようだ。全 12 回の講座、話す

機会はまだまだこれから。どうぞ、よろしくお願いします！（記事：坂本） 

←学習支援

者：松田道雄

さん 

→学習支援補

助者：谷原博
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↑部屋いっぱいの受講生 

 

梅雨入り前の良く晴れた日、荻窪地域区民センターに集った 30人ほどのみなさんの

顔が並ぶ。多くの期待と少しのドキドキの中、大人塾月曜コースは始まった。 

スタッフの自己紹介の後、さっそく松田さんからのコース説明だ。「この講座はみなさ

んにとってまったく新しい体験になることでしょう」といきなり刺激的な言葉。「講座が進

むにつれ、私の話を“ただ聞く”ということは少なくなります。みなさんの知恵や経験を

『みせ』合う活動を段階的に行います。そして、最後には、小さな『みせ』る場をみなで

つくっていきましょう」と、このコースの説明する松田さん。 

百聞は一見に如かず。ここで休憩を兼ねて、「私のお気に入りのもの」をテーブルに

並べながら、自由におしゃべりの時間。このゆるやかな「みせ」る場が松田さんの伝え

たいこと、そのものだ。 

「 こ の 人 参 ジ ャ

ム、おいしそう！」 

「 何 を 持 っ

て き た ん で

すか？」 

◆このコースはどんなコース？ 

◆自己紹介「私のお気に入りのもの」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆  この新聞は事務局スタッフの独断と偏見と事実に基づき作成しております。 

 

 

    瀬山 岬  ㊏ 

旅行・韓国語・ベース・現代美

術・ジャグリング・ドキュメンタリ

ー・ドリアが好きです。睡眠はも

っと好きです。 

 

 

 

 
 

    松坂 哲夫  ㊏ 

大人塾担当は６年目、毎年卒

業される受講生の皆さんが地

域で活躍される姿が仕事の励

みです。 

中曽根 聡 

「めだかの学校」

的社会教育を仕事

にして２６年。 

みんなで元気にワ

イワイ発想を磨き

ましょう。 

第１回 まちで遊ぼう！イントロダクション 

   鈴木 高志  ㊊ 

千葉県出身／瀬詩音部屋／平成 

3 年 4 月初土俵／最高位・主任

／優勝 1 技能 3（ウソ）／変化

技が得意／ベテラン技巧派 

坂本 一馬  ㊊ 

熊本県出身。休みの日は、銭湯に

行ったり、ツーリングに行ったり、

お祭りを手伝ったり。梅干しとカレ

ーが好物です。 

～今日の講座の流れ～ 

１．「アソビ」を真面目にガイダンス by 学習支援者の広石拓司さん 

２．教えて！アソビ人！ by 学習支援補助者 齊藤志野歩さん 

                     ゲスト講師 長谷川綾子さん  

３．「カタルタ」…自己紹介しながら遊んでみよう！（好きな食べ物） 

４．「カタルタ」…自分たちでルールを作ったら面白いかも？ 

 

椙山 寿子  ㊊ 

奈良県出身。お灸女子です！ 

♪最近の楽しみ♪ 

・自家栽培の野菜の成長 

・受講生の皆さんのお話を聞くこと 

     湊 真澄  ㊏ 

お寺を回って、タイ焼き食いをこ

よ な く 愛 す る ○ ○ 歳 女 子

（?！）。大人塾担当ながら子供

大人を目指しています♪ 

 

 

・最初は心配したが、皆様と話が合い、人の話から

自分のいつもしていることがまさに遊びなのだと

気づいた。遊び＝学びとも感じた。 

・グループでワークするなか、時間配分が課題だと

思った。メンバー全員が平等に発言できるように

ワークを進めつつ、自分自身も入り込んで楽しむ。

そのバランスを考えつつ、次回以降参加したい。 

・「大人の遊び」に反応して集まった人たち（？）と

これから何ができるかな？できるかも！という期

待でワクワクしています。カタルタは難しかった。 

「しかし」「さて」等の接続詞が一枚に一語ずつ書かれ

た「カタルタ」で自己紹介。お題は「好きな食べ物」。 

「カレーが好きです」→一枚めくる→「しかし」→…… 

→めくる→「さらに」→……と一人 4枚のカードを使った。 

その後は、どんなルール・使い方をしたらより面白くな

るかを 7グループになって話し合い、実際に遊んでみた。

物語をつくる、カードの取り方の工夫など、多彩な「遊び

場」がそこには広がっていた。【文章：瀬山】 

大人塾 

事務局スタッフ 

「遊び」の可能性を

再発見しましょう！と

もあれ仲間と遊びま

しょう！遊びに先生

はいません。何から

何をどう学ぶか、私

はその気づきのお

手伝いをします！ 

国分寺の商店街を

巻込んで「借り物競

走」をやりました！

「話の長いおじさん」

すら借り物です。あ、

「遊び」ですから肩ひ

じはらずに聞いてく

ださいね（笑） 

家と家をまたいだ

「流しそうめん」、ぬ

り 絵 「 ぬ りぬ り の

会」、こんなのあった

ら面白いな、という

思い、やり始めた

ら、けっこう人が集ま

るんです。 

学習支援者 

広石拓司さん 

学習支援補助者 

齊藤志野歩さん 

ゲスト講師 

長谷川綾子さん 


